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会社名 株式会社フォトンラボ

所在地 埼玉県和光市南2-3-13 和光理研インキュベーションプラザ106

代表者 木暮 繁 資本金 9630万円 従業員 15人 設立 2017年8月

ＵＲＬ http://photon-labo.jp/ 連絡先 TEL 048-483-4931
E-Mail   info@photon-labo.jp

事業内容 インフラ維持管理計測システムの開発・製造販売・コンサルタント

『 インフラ維持管理の新時代を切り開く  』

20240821

３．特記事項

中央高速道の笹子トンネル事故（2012年12月2日）を契機に明確化

してきたインフラ構造物の老朽化対応という社会的課題に国家プロ

ジェクト「戦略的イノベーション創造プラグラム（SIP）として挑戦をし

てきた理化学研究所チームの社会実装担当機関として設立されま

した。（この設立手法はフォトンラボモデルとして内閣府の報告書に

記載されています）

画像計測・レーザー打音技術を持って、新技術を確立し、国土交通

省の技術カタログに掲載され、道路工事入札に対応できます。

その成果は、日本を代表するスタートアップ企業として日本国に認

められ、2024年度からは4年間で鉄道維持管理新技術の開発総指

揮（総額6億円）を国土交通省鉄道局から委託されました。

社是
視点は高く、現場を忘れず、潮目を読む。

Bird's Eye. Dog's Eye. Fish's Eye.

和光理研インキュベーションプラザ

中小企業基盤整備機構

中央高速道 笹子トンネル事故（2012/1/2） 死者9名

写真：山梨県大月市消防本部許可

インフラ維持管理シンクタンク

として世界を目指します。

レーザー打音技術 写真：日本経済新聞許可
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中性子塩分計測

フォトンラボの事業領域

物理的劣化 化学的劣化

コンクリート

近接目視

ランズビュー連携

画像計測（MIMM） レーザー分光分析

建築限界計測

レーザー打音技術 施工総合研究所における実証実験

写真：日本経済新聞社許可
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